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１．はじめに 

 

  地方自治体の会計は、年度内の収入と支出を差引する現金主義の方法で行

われているため、取得した資産の価値やその資産を形成するためにどのよう

な財源（負債・純資産）で賄ってきたかなどがわからない状況でした。公共

団体の財政悪化財政破綻の発生も踏まえ、今までのような収入と支出だけで

なく、これまでに形成された資産や発生した経費を含めて分析・公表するた

めに、企業会計的な手法の導入が必要とされるようになりました。地方公共

団体の公会計については、「行政改革の重要方針」や「簡素で効率的な政府を

実現するための行政改革の推進に関する法律」などで国から整備が求められ

ていました。 

  総務省では、「新地方制度研究会報告書」により財務書類 4表「貸借対象表」

「行政コスト計算書」「純資産変動計算書」「資金収支計算書」を「基準モデル」  

か「総務省方式改訂モデル」のどちらかで作成するよう自治体に対し求めてい

ます。 

 

  ＊基準モデル ： 企業会計に近い発生主義の考え方を採り入れ、歳入歳出データを複式

簿記に基づき仕訳し、また所有する全ての資産を公正価格（時価）に

より評価し、財務書類を作成する方法です。資産の把握に多大な労力

と時間を要します。 

  ＊総務省改訂モデル ： 既存の現在も作成している決算統計等の情報を活用して簡易的に

数値を算定することが認められている方法です。固定資産につい

ては、過去の普通建設事業費の積上げとなります。このため資産

の計上額に正確さを欠くというデメリットがあります。 

 

  一般的に、新地方公会計制度の導入には次の３つの効果があるといわれてい

ます。 

    1．住民に対する開示で得られる効果（透明性の向上、説明責任の履行） 

    2．行政経営への活用で得られる効果（マネジメントの向上） 

    3．整備過程で得られる効果（資産・債務の適切な管理） 

 

  添田町では、制度導入主旨として大きな意味のある他団体との比較がし易い

ことに着目し、大多数の市町村が選定している「総務省方式改訂モデル」によ

り作成しました。今後は、より精度を高めるため、段階的に固定資産台帳の整

備を行うことを検討しています。 

  



 

 【財務書類４表について】 

 

 （1）貸借対照表     バランスシートとも呼ばれ、会計年度における町

の財政状態（資産の保有状況と財源調達状況）を

表します。 

 （2）行政コスト計算書  1年間に提供した行政サービスに要した経費と、

その財源となる町税や使用料等の収入を対比さ

せたものです。 

 （3）純資産変動計算書  貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値

が 1年間でどのように増減したかを表した計算書

です。 

 （4）資金収支計算書   キャッシュフロー計算書とも呼ばれ、1年間の資

金の流れを示したものです。 

 

２．対象とする会計の範囲 

   

  添田町では、財務書類 4表をそれぞれ一般会計に住宅新築資金等貸付事業

会計及び町バス事業会計を加えた普通会計で作成しました。今後は、公営事

業会計や一部事務組合等を含めた連結ベースでの作成を行う予定です。 

 

３．作成基準 

   

  作成基準日 ： 平成 23年 3月 31日 

   

  一般会計及び特別会計における出納整理期間（平成 23年 4月 1日から平成

23年 5月 31日まで）の入出金については、作成基準日までに終了したもの

として処理しています。 

 

４．４つの財務書類について 

 

  ここでは、普通会計の財務書類 4表の説明と分析をしていきます。 

 

 （1）貸借対照表（バランスシート・ＢＳ） 

 

    本表は、平成 22年度末時点において、添田町（普通会計分）が保有す

る資産がどれだけあり、またその資産をどのような財源（負債・純資産）



 

で賄ってきたかを示すものです。 

    貸借対照表の左側は運用形態とも呼ばれ、右側は調達源泉とも言います。

これは、右側に町が集めてきた財源（負債・純資産）を表示し、左側で  

はその財源を使ってどのような資産を形成したか、保有しているかを示し

ています。 

 

① 資産の部 

  貸借対照表の左側（資産の部）は、資産の保有状況を示します。ただ

し取得した時点の価格であり、現在の公正価格ではありません。なお、

公共資産、投資等、流動資産に分類されます。 

 

 （ア）公共資産 

    住民サービスを提供するための固定資産であり、庁舎、学校、道

路などであり、目的別に分類しています。 

 （イ）投資等 

    行政活動を行う上で必要な団体への出資金や町民への貸付金、そ

の他特定目的の事業を行うための基金現在高等を表示しています。 

   （ウ）流動資産 

      資金（現金）や税等の未収金などの債権、財政運営や特定目的の

ために積立ている基金などです。債権については、回収不能見込額

を資産から控除する形式（マイナス）で表示しています。 

 

   ② 負債の部 

     負債の部は、借金（町債）などの町外部から調達した財源であり、

将来の世代が負担する金額を意味します。なお、固定負債と流動負債

に区分されます。 

 

   （ア）固定負債 

      決算日から 1年を超えて支払わなければならないものであり、地

方債償還並び退職手当引当金などがあります。地方債については、

有形固定資産形成等のために、町が発行した地方債の元金の残額の

うち、期末日から 1年以内の償還予定額を除いた金額です。 

      また、退職手当引当金は、年度末の特別職を含む全職員（年度末

退職者を除く）が普通退職した場合の退職手当支給見込み額から、

翌年度の支払い予定額を除いた金額です。 

   （イ）流動負債 



 

      決算日から 1年以内に支払わなければならないものであり、地方

債や退職手当、賞与引当金などがあります。地方債については、期

末日から 1年以内の償還予定額です。賞与引当金は、翌年度に支払

うことが予定されている期末手当及び勤勉手当のうち、当年度負担

相当額です。 

   ③ 純資産の部 

     純資産は、資産と負債の差額になります。町税や国庫補助金等の将

来の支払いが必要でない財源であり、行政では現在までの世代が負担

した金額です。純資産の増減は、現役世代と将来世代の負担関係とリ

ンクします。純資産の増加は、現役世代の負担によって資産を整備し、

将来負担を軽減したことを表します。一方、純資産の減少は、将来世

代に負担を先送りしたことを意味します。 

 

【バランスシートからわかること】 

 

  貸借対照表をみると、平成 22年度末で 390億 46百万円の資産を形成して

きています。この資産を形成するために、これまでの世代が負担してきた純

資産が 283億 34百万円あり、負債である 107億 11百万円については、将来

の世代が負担していくことになります。純資産の額が負債の約 3倍あり、こ

れは過去現役世代が将来世代より多くの負担をしていることがわかります。 

   

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（単位：千円）

[資産の部] [負債の部]

１　公共資産 １　固定負債

(1) 有形固定資産 (1) 地方債 7,618,534

①生活インフラ・国土保全 16,822,898 (2) 長期未払金

②教育 4,323,629 ①物件の購入等

③福祉 2,011,818 ②債務保証又は損失補償

④環境衛生 488,859 ③その他

⑤産業振興 8,335,929 長期未払金計 32,423

⑥消防 53,642 (3) 退職手当引当金 1,852,055

⑦総務 1,400,345 (4) 損失補償等引当金 0

有形固定資産合計 33,437,120 固定負債合計 9,503,012

(2) 売却可能資産 16,880

公共資産合計 33,454,000 ２　流動負債

(1) 翌年度償還予定地方債 1,025,470

２　投資等 (2) 短期借入金（翌年度繰上充用金） 0

(1) 投資及び出資金 (3) 未払金 25,997

①投資及び出資金 34,228 (4) 翌年度支払予定退職手当 100,759

②投資損失引当金 △ 20,000 (5) 賞与引当金 56,609

投資及び出資金計 14,228 流動負債合計 1,208,835

(2) 貸付金 191,686

(3) 基金等 負　　債　　合　　計 10,711,847

①退職手当目的基金 0

②その他特定目的基金 777,017

③土地開発基金 0

④その他定額運用基金 0 [純資産の部]

⑤退職手当組合積立金 0 １　公共資産等整備国県補助金等 9,966,771

基金等計 777,017

(4) 長期延滞債権 602,053 ２　公共資産等整備一般財源等 19,439,794

(5) 回収不能見込額 △ 36,945

投資等合計 1,548,039 ３　その他一般財源等 △ 1,260,699

３　流動資産 ４　資産評価差額 0

(1) 現金預金

①財政調整基金 2,991,087 純　 資　 産　 合　 計 28,145,866

②減債基金 465,501

③歳計現金 362,500

現金預金計 3,819,088

(2) 未収金

①地方税 15,306

②その他 21,280 11,282

③回収不能見込額 0

未収金計 36,586

流動資産合計 3,855,674

資　　産　　合　　計 38,857,713 負 債 ・ 純 資 産 合 計 38,857,713

※１　他団体及び民間への支出金により形成された資産 ①生活インフラ・国土保全 千円

②教育 千円

③福祉 千円

④環境衛生 千円

⑤産業振興 千円

⑥消防 千円

⑦総務 千円

計 千円

　上の支出金に充当された財源 ①国県補助金等 千円

②地方債 千円

③一般財源等 千円

計 千円

※２　債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等 千円

②債務保証又は損失補償 千円

（うち共同発行地方債に係るもの） 千円）

③その他 千円

※３　地方債残高（翌年度償還予定額を含む）のうち6,461,488千円については、償還時に地方交付税の算定の基礎に含まれることが見込まれているものです。

※４　普通会計の将来負担に関する情報

　普通会計の将来負担額 10,614,964 千円

　[内訳]　普通会計地方債残高 8,644,004 千円 8,644,004 千円

　　　　　債務負担行為支出予定額 0 千円 0 千円 千円

　　　　　公営事業地方債負担見込額 66,600 千円 千円

　　　　　一部事務組合等地方債負担見込額 52,305 千円 千円

　　　　　退職手当負担見込額 1,852,055 千円 1,852,055 千円

　　　　　第三セクター等債務負担見込額 0 千円 0 千円 千円

　　　　　連結実質赤字額 0 千円 千円

　　　　　一部事務組合等実質赤字負担額 0 千円 千円

　基金等将来負担軽減資産 10,644,182 千円

　[内訳]　地方債償還額等充当基金残高 3,972,406 千円

　　　　　地方債償還額等充当歳入見込額 210,288 千円

　　　　　地方債償還額等充当交付税見込額 6,461,488 千円

　(差引)普通会計が将来負担すべき実質的な負債 △ 29,218 千円

※５　有形固定資産のうち、土地は5,072,773千円です。また、有形固定資産の減価償却累計額は30,037,757千円です。

0

貸借対照表
（平成２３年３月３１日現在）

借　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　方

0

504,810

32,423

6,233

104,086

6,023

165,345

750,286

0

72,128

1,104,101

226,142

373,149

項目 金額

[内訳]

負債計上 注記

1,104,101

0

0

0

25,997

0

0

【（翌年度償還予定）地
方債・（長期）未払金・引

当金】
【契約債務】

0

66,600

52,305

0



 

 （2）行政コスト計算書 

 

    1年間の行政活動のうち、福祉サービスやごみの収集にかかる経費など

資産形成につながらない行政サービスに要したコストと、その財源として

町税や使用料・手数料等の収入を示したものです。なお、行政コストにつ

いては、①人件費、②物件費、③移転支出に区分して表示しています。 

 

   ① 人件費：職員給与や議員報酬、退職給付費用（当該年度に退職給付

引当金として繰入れた額）など 

      ② 物件費：備品や消耗品、施設等の維持補修にかかる経費や減価償却

費など 

   ③ 移転支出：町民への補助金や他会計へ繰出し金等の社会保障経費 

   ④ その他：地方債償還の利子など 

 

【行政コスト計算書からわかること】 

 

 平成 22年度の経常行政コストは、59億 79百万円です。これを住民一人当た

りに換算すると、524千円です。行政サービスに対する対価としての経常収益は

5億 38百万円となります。経常行政コストから経常収益を差引いた純経常行政

コストは、54億 41百万円となり、この不足分については、地方交付税などの

一般財源や、国県などの補助金で賄っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　【経常行政コスト】 （単位：千円）

総　　額 （構成比率）
生活インフ

ラ・
教　育 福　祉 環 境 衛 生 産 業 振 興 消　防 総　務 議　会 支 払 利 息

回収不能
見込計上額

その他

（１）人件費 933,877 15.6% 68,761 120,138 211,898 46,428 108,090 8,726 293,973 75,863

（２）退職手当引当金繰入等 97,156 1.6% 7,695 16,422 26,035 5,354 11,946 1,193 26,209 2,302

１ （３）賞与引当金繰入額 56,609 0.9% 4,168 7,282 12,845 2,814 6,552 529 17,820 4,599

小　　計 1,087,642 18.2% 80,624 143,842 250,778 54,596 126,588 10,448 338,002 82,764 0

（１）物件費 1,110,542 18.6% 36,725 210,551 132,879 123,957 389,302 10,591 200,088 6,449

（２）維持補修費 103,935 1.7% 82,669 5,842 1,444 962 10,267 0 2,751 0

（３）減価償却費 1,433,450 24.0% 523,268 152,189 134,124 48,604 512,894 5,084 57,287 0

小　　計 2,647,927 44.3% 642,662 368,582 268,447 173,523 912,463 15,675 260,126 6,449 0 0

（１）社会保障給付 945,113 15.8% 10,547 934,566 0

（２）補助金等 557,603 9.3% 3,076 40,805 62,823 191,473 75,848 146,079 36,243 1,256

３ （３）他会計等への支出額 512,437 8.6% 0 0 507,838 4,599 0 0 0 0

（４）他団体への
　　　公共資産整備補助金等

46,427 0.8% 0 0 5,463 11,574 26,438 0 2,952 0

小　　計 2,061,580 34.5% 3,076 51,352 1,510,690 207,646 102,286 146,079 39,195 1,256 0

（１）支払利息 122,707 2.1% 122,707

（２）回収不能見込計上額 5,152 0.1% 5,152

（３）その他行政コスト 54,673 0.9% 6,703 4,123 43,847

小　　計 182,532 3.1% 6,703 0 0 0 4,123 0 43,847 0 122,707 5,152 0

5,979,681 733,065 563,776 2,029,915 435,765 1,145,460 172,202 681,170 90,469 122,707 5,152 0

（　構　成　比　率　） 12.3% 9.4% 33.9% 7.3% 19.2% 2.9% 11.4% 1.5% 2.1% 0.1% 0.0%

　【経常収益】
一般財源
振替額

１ 使 用 料 ・ 手 数 料 ｂ 346,005 82,451 6,928 4,294 31,744 125,442 0 57,839 0 37,307

２ 分担金・負担金・寄附金 ｃ 192,140 0 50 161,876 0 679 500 6,674 0 22,361

538,145 82,451 6,978 166,170 31,744 126,121 500 64,513 0 0 0 59,668

ｄ／ａ 9.0% 11.2% 1.2% 8.2% 7.3% 11.0% 0.3% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0%

5,441,536 650,614 556,798 1,863,745 404,021 1,019,339 171,702 616,657 90,469 122,707 5,152 0 △ 59,668

経 常 収 益 合 計
（ ｂ ＋ ｃ ） ｄ

（差引）純経常行政コスト ａ－
ｄ

行政コスト計算書
自　平成２２年４月 １ 日

至　平成２３年３月３１日

２

４

経 常 行 政 コ ス ト ａ



 

 

（3）純資産変動計算書 

 

   純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値

が 1年間でどのように変動したかを表している計算書です。 

   行政コスト計算書で算出された純経常コストを、地方税や地方交付税な

どの一般財源及び国県などの補助金で賄ったかを示しています。全体的に

は、１年間に収入した一般財源をどの程度純資産として繰越すことができ

たか、反対に不足した分を過去の蓄積から補填したかをつかむことができ

ます。 

 

【純資産変動計算書からわかること】 

 

 上記計算書を見ると平成 22年度の 1年間で純資産が 7億 14百万円程度増加

したことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（単位：千円）

純資産合計
公共資産等整備
国県補助金等

公共資産等整備
一般財源等

その他
一般財源等

資産評価差額

期首純資産残高 27,431,805 10,206,765 18,435,111 △ 1,210,071

純経常行政コスト △ 5,441,536 △ 5,441,536

一般財源

地方税 755,217 755,217

地方交付税 3,557,932 3,557,932

その他行政コスト充当財源 608,069 608,069

補助金等受入 1,342,274 246,472 1,095,802

臨時損益 0

災害復旧事業費 △ 109,492 △ 109,492

公共資産除売却損益 1,597 1,597

投資損失 0 0

損失補償等引当金繰入金 0 0

科目振替

公共資産整備への財源投入 573,950 △ 573,950

公共資産処分による財源増 △ 1,668 1,668

貸付金・出資金等への財源投入 544,260 △ 544,260

貸付金・出資金等の回収等による財源増 △ 12,245 12,245

減価償却による財源増 △ 486,466 △ 946,984 1,433,450

地方債償還に伴う財源振替 847,370 △ 847,370

資産評価替えによる変動額 0

無償受贈資産受入 0

その他 0 0

期末純資産残高 28,145,866 9,966,771 19,439,794 △ 1,260,699 0

純資産変動計算書
自　平成２２年４月 １ 日

至　平成２３年３月３１日



 

５．財務分析 

 

  財務書類 4表から添田町の財政状況を各指標で分析します。 

  

 （1）資産形成度（将来世代に残る資産はどれくらいか） 

 

   ①『住民一人当たり資産額』 

     住民一人当たり資産額 ＝ 資産合計 ÷ 住民基本台帳人口 

＊39,046,813 千円÷11,400 人＝3,425千円 

 

    ●町村における平均的な値は、一人当たり資産額が 100万円～500万

円の間とされており、添田町は平均的な水準であるといえます。 

 

   ②『資産老朽化比率』 

     有形固定資産のうち、償却資産の取得価格に対する減価償却累計額

の割合を計算することにより、耐用年数に対して取得からどの程度経

過しているかがわかります。 

     資産老朽化比率＝減価償却累計額÷（有形固定資産―土地＋減価償却額累計） 

       ＊30,037,757 千円÷（33,437,120 千円－5,072,773千円＋

30,037,757 千円）=  51.4 % 

 

     ●資産老朽化比率の平均的な値は 35％～50％の間とされており、添田町は平均

値を超えており、施設の老朽化が進み、今後は施設の更新のために「負債」

が増加する可能性が高いと思われます。 

  

 （2）世代間公平性（将来世代と現世代との負担は適正か） 

 

     地方公共団体は、地方債の発行を通じて、将来世代と現世代の負担

の配分を行います。純資産の変動は両世代で負担の割合が変動したこ

とを意味します。純資産の減少は、現世代が将来世代にとっても利用

可能であった資源を費消して便益を享受する一方で、将来世代に負担

を先送りしたことを意味し、純資産の増加は逆のことを意味します。 

     社会資本の投資にあたっては、将来世代負担率が低いほうが財政的

には健全といえますが、世代間負担の公平を図るためには、過去及び

現役世代が過度に負担することは適当ではありません。 

 



 

（4）資金収支計算書 

 

   資金収支計算書は、歳計現金の出入りの情報を性質の異なる 3つの区分

に分けて表示しています。「経常的収支の部（経常的な行政活動による資金

収支）」、「公共資産整備収支の部（公共資産整備にかかる支出とその財源の

収入）」及び「投資・財務的収支の部（出資、基金積立、借金返済などの支

出とその財源の収入）」からなります。経常的収支で生じた収支余剰（黒字）

で公共資産整備収支の部と投資・財務的収支の部の不足（赤字）を穴埋め

する関係になっています。 

 

【資金収支計算書からわかること】 

 

 ① 経常的収支について 

   経常的な行政サービスに伴う現金収支である経常的収支は、20億 87百

万円の余剰となっています。この区分は、町が毎年行う活動から得られる

収支のため、この余剰金が少なくなると、行政活動の支出を削減するなど

の検討が必要となります。 

 ② 公共資産整備収支について 

   道路や学校などを整備し資産形成を行う公共資産整備収支は、3億 78百

万円の赤字となっています。 

 ③ 投資・財務的収支について 

   基金積立や地方債償還などの活動を表す投資・財務的収支は、15億 98

百万円の赤字となっております。 

 

  上記により、②及び③の収支不足を①の余剰金（主に地方税や地方交付税

などの一般財源）で賄っていることが明白となります。その結果、当期の資

金収支額は 1億 1千万円増加し期末歳計現金残高は、3億 62百万円となりま

す。経常収支の余剰が多いほど財政に弾力が増し、住民福祉の向上を目的と

した公共施設の充実や緊急的な事業の実施が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 



（単位：千円）

人件費

物件費

社会保障給付

補助金等

支払利息

他会計等への事務費等充当財源繰出支出

その他支出

支 出 合 計

地方税

地方交付税

国県補助金等

使用料・手数料

分担金・負担金・寄附金

諸収入

地方債発行額

基金取崩額

その他収入

収 入 合 計

経 常 的 収 支 額

公共資産整備支出

公共資産整備補助金等支出

他会計等への建設費充当財源繰出支出

支 出 合 計

国県補助金等

地方債発行額

基金取崩額

その他収入

収 入 合 計

公 共 資 産 整 備 収 支 額

投資及び出資金

貸付金

基金積立額

定額運用基金への繰出支出

他会計等への公債費充当財源繰出支出

地方債償還額

長期未払金支払支出

支 出 合 計

国県補助金等

貸付金回収額

基金取崩額

地方債発行額

公共資産等売却収入

その他収入

収 入 合 計

投 資 ・ 財 務 的 収 支 額

翌年度繰上充用金増減額

当年度歳計現金増減額

期首歳計現金残高

期末歳計現金残高

※1 一時借入金に関する情報
① 資金収支計算書には一時借入金の増減は含まれていません。
② 平成22年度における一時借入金の借入限度額は1,000,000千円です。
③ 支払利息のうち、一時借入金利子は27千円です。
※2 基礎的財政収支（プライマリーバランス）に関する情報

　収入総額
　地方債発行額 △
　財政調整基金等取崩額 △
　支出総額 △
　地方債償還額
　財政調整基金等積立額
　　基礎的財政収支

1,110,542

資金収支計算書
自　平成２２年４月　１日

至　平成２３年３月３１日

１ 経 常 的 収 支 の 部

1,074,148

375,411

945,113

557,603

122,706

509,338

213,427

4,532,877

669,381

3,557,932

1,082,320

357,292

189,533

552,100

329,284

2,096

57,184

6,620,433

2,087,556

２ 公 共 資 産 整 備 収 支 の 部

1,115,592

69,241

0

1,184,833

246,472

0

673

7,334

806,579

△ 378,254

３ 投 資 ・ 財 務 的 収 支 の 部

0

265

864,493

0

3,099

1,023,512

251,601

1,891,369

13,482

5,494

618

69,500

11,622

192,250

292,966

△ 1,598,403

0

110,899

747,468
1,819,673

362,500

7,719,978
369,268

618
7,424,079
1,146,192



 

   ①『社会資本形成の過去及び現役世代負担比率』 

     社会資本形成現世代までの負担比率 ＝ 純資産総額 ÷ 公共資産合計  

＊ 28,334,966 千円÷33,454,000 千円 ＝ 84.6％ 

 

     ●町村における平均的な値は、50％～90％となっており、添田町は平

均的な水準といえます。 

 

     ②『社会資本形成の将来世代負担比率』 

     公共資産に対する地方債の大きさに着目すると、将来の世代が負担

しなければならない割合がわかります。 

     社会資本形成の将来世代負担比率 ＝ 地方債残高 ÷ 公共資産合計  

＊ 8,644,004 千円÷33,454,000 千円 ＝ 25.8％ 

 

     ●町村における平均的な数値は、15％～40％の間とされており、添田

町は平均的な数値であるといえます。 

      

 （3）健全性（どれくらいの借金があるのか） 

 

   ①『負債』  

住民一人当たりの負債額 ＝ 負債総額 ÷ 住民基本台帳人口 

＊ 10,711,847 千円÷11,400 人 ＝ 939千円 

 

     ●町村における平均的な値は、一人当たり負債額が 30万円～200万

円となっており、添田町は平均的な水準といえます。 

 

 （4）効率性（行政サービスは効率的に提供されているか） 

 

   ①『住民一人当たり行政コスト』 

     住民一人当たり行政コスト ＝ 純経常行政コスト ÷ 住民基本台帳人口 

＊ 5,441,536 千円÷11,400人 ＝ 477千円 

 

     ●町村における平均的な値は、20万円～90万円の間であるとされて

おり、添田町は平均的な水準であるといえます。 
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